
幻の語りーー死

知秋一葉

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
幻
の
語
り
ー
ー
死

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
６
９
３
Ｃ

【
作
者
名
】

　
知
秋
一
葉

【
あ
ら
す
じ
】

　
三
人
が
倒
れ
た
。
媚
姫
、
師
父
、
魔
尊
・
・
・
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そ
の
時
・
・
・

「
こ
ん
な
可
愛
い
姫
と
遊
ば
な
い
？
！
」

　
媚
姫
は
風
一
郎
に
再
び
聲
を
か
け
た
。

挑
発
の
言
葉
だ
。

　
そ
の
上
、
誘
惑
の
秋
波
も
送
っ
た
。

　
断
れ
な
い
誘
い
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、

相
手
は
風
一
郎
だ
っ
た
。

「
馬
鹿
な
真
似
は
よ
せ
」

　
と
、
風
一
郎
に
無
視
さ
れ
た
。

　
「
冷
た
い
男
。
ね
、
こ
の
薔
薇
は
綺
麗
で
し
ょ
う
？
！
」

　
風
一
郎
の
背
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

　
　
「
挙
げ
る
よ
」

風
一
郎
に
投
げ
た
。

目
を
奪
う
ほ
ど
美
し
い
花
だ
。

九
百
九
十
九
枚
の
瓣
の
薔
薇
だ
。

「
貴
様
！
汚
い
奴
め
！
」

師
父
の
罵
声
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
た
。

「
急
が
な
か
な
い
と
・
・
・
」

と
、
風
一
郎
が
思
う
瞬
間
、

あ
の
薔
薇
、

あ
の
薔
薇
の
九
百
九
十
九
枚
の
瓣
は
、

九
百
九
十
九
本
の
箭
と
化
し
た
。

毒
つ
け
の
箭
だ
。

一
本
当
た
っ
た
ら
即
死
は
間
違
い
な
い
。

箭
は
風
一
郎
の
背
を
襲
っ
て
い
く
。
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後
ろ
を
見
て
い
な
い
彼
は
当
然
気
が
付
い
て
な
い
。

媚
姫
は
笑
っ
た
。

今
回
は
勝
利
者
の
笑
み
だ
。

箭
の
先
は
も
う
背
中
の
寸
前
だ
。

突
然
、
怪
事
は
起
こ
っ
た
。

風
一
郎
の
衣
は
膨
張
し
て
き
た
。

ま
る
で
風
船
み
た
い
。

媚
姫
の
笑
顔
は
強
張
っ
た
。

「
ま
さ
か
！
護
体
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
＃
３
２
６
０
９
；
気
！
！
」

彼
女
は
叫
ん
だ
。

驚
い
た
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、

箭
は
風
一
郎
の
衣
に
触
れ
る
と
、

倍
の
速
度
で
反
射
さ
れ
た
。

流
星
の
よ
う
に
、

媚
姫
に
射
返
し
て
き
た
。

彼
女
は
驚
異
の
目
を
し
て
倒
れ
た
。

「
い
じ
わ
る
な
や
つ
め
！
自
業
自
得
」

と
、
風
一
郎
は
い
い
な
が
ら
、

光
明
頂
に
登
っ
て
き
た
。

時
間
に
間
に
合
っ
た
が
、

光
明
頂
の
一
戦
で
、

天
下
の
衆
生
の
た
め
、

迷
い
の
風
一
郎
を
醒
ま
す
た
め
に
、

師
父
は
命
を
捨
て
た
。

師
父
の
死
で
、

風
一
郎
は
覚
め
た
。

空
に
高
く
飛
ん
で
変
身
し
た
の
だ
。

 
明
王
に
な
っ
た
。

「
明
王
一
斬
」
と
叫
ん
で
、



4

全
力
で
一
撃
し
た
。

力
が
最
も
弱
い
魔
尊
は
抵
抗
で
き
な
か
っ
た
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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